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2016年第2四半期の決算と今後の展望などをご説明いたします。
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当社の概要を紹介いたします。
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当社は、1955年の創業以来、「精密金型」ひとすじに物づくりを行ってまいりました。
1984年頃からは、成形品１個当たりのコストが重視される大量生産品向けの金型が主
力製品となりました。

1995年頃より、金型単体での販売だけでなく、顧客が求める成形品を生産するため
に必要な生産設備（金型、成形機、取出し機、自動組立機等）も併せての販売（成形シ
ステム）が主力製品となりました。

さらに、現在の金型事業においては、大量生産品である注射器などの医療機器用お
よび食品容器用の精密金型及び成形システムが主力製品となっております。

初の海外進出を果たした2001年より成形品生産を開始いたしました。2007年頃より、
二輪･四輪車の主に燃料噴射装置部品などの生産を開始し、中期戦略である自動車部
品の売上構成比率の拡大を計画的に進めております。

2013年10月より不二精機インドネシアの操業を開始し、東南アジアでの二輪・四輪用
成形部品の受注拡大を目指しております。

2014年12月には、欧州の大手電機メーカーの新仕様のＣＤ（コンパクトディスク）ケー
スの受託生産を主力事業として2002年３月に設立した中国：蘇州不二精机有限公司が
当社グループとして中期的に目指す自動車関連部品などの小物精密成形品の製造に
適さないこともあり、固定費の圧縮および投資資金の回収を図ることを目的に富優技研
（維爾京）股份有限公司へ持分の全部を譲渡いたしました。
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2001年より海外展開を進め、中国/常州に精密金型製造会社のほか、中国/上海、タ
イ、インドネシアに３拠点の成形品製造会社を稼動させております。

なお、2011年10月に発生した洪水により操業を停止したタイ不二精機は、2011年12
月から移転した新工場で操業しております。

さらに、アジアでの自動車生産拠点の集中化に対応し、2012年10月に設立した不二
精機インドネシアは、2013年10月より二輪・四輪部品の成形品の生産を開始し、順調
に増産を続け、2016年度での営業利益の黒字化を目指しております。
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2016年12月期第2四半期の決算概要についてご説明いたします。
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2016年第2四半期（累計）の売上高は、精密成形品事業で自動車関連部品を中心に
増収となりましたが、中国市場における精密金型の大口案件の受注時期の下期へのず
れ込みの影響があり、前期比30百万円（1.2％）減少の 25億61百万円となりました。
営業利益は、精密金型事業での受注時期のずれ込みによる売上高の減少および稼
働率の低下などにより 、前期比49百万円(53.5%)減少の 42百万円となりました。
営業利益の減少により経常損失 14百万円、純損失 28百万円となりました。
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2016年通期の業績予想につきましては、平成28年2月18日付で公表いたしました業
績予想の売上高53億72百万円、営業利益1億73百万円を据え置き、現時点では変更
しておりません。
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総資産は、前年度末比6億22百万円（10.5％）減の53億29百万円となりました。
流動資産は、受取手形・売掛金、棚卸資産の圧縮に努めたことにより5億34百万円
（18.0％）減少しております。
固定資産は、減価償却1億50百万円の実施などにより、前年度末に比べ75百万円
（2.6％）減少しました。
負債は、前年度末比3億42百万円（7.1％）減の44億95百万円となりました。長期借入
金・社債を計画通り返済したことなどによるものです。

純資産は、利益剰余金の減少29百万円、円高による為替換算調整勘定の減少1億
43百万円、自己株式の取得1億3百万円（93万株）などにより、前年度末比2億79百万
円（25.1％）減の8億34百万円となりました。＜自己資本比率は、3.1ポイント減の
15.6％＞

◆2016年３月25日開催の定時株主総会決議に基づき、2016年５月６日付で以下の通
り減資を実行しております。

・資本金の減少額 534,180千円
・その他資本剰余金の増加額 534,180千円

この減資実行により、会社法上の分配可能額（配当原資などになる額）が同額発生し、
配当金実施が可能な条件は整いました。
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営業活動では、売掛債権・棚卸資産の圧縮によって資金効率を高め1億39百万円を
確保しました。

投資活動では、主としてタイ、インドネシアでの成形品製造設備の取得による支出2億
円を実施しております。

財務活動では、長期借入金・社債の返済を計画通り進めました。また、自己株式の取
得による支出1億3百万円を実施しております。
グループ全体での資金管理の精度向上により手元資金を圧縮し、有利子負債の削減
を進めております。
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基本事業戦略についてご説明いたします。
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当社グループは、将来的に市場規模の縮小が想定される「金型事業」から、当社の金
型技術を生かした付加価値の高い成形品に特化した「成形事業｣を、第二の収益の柱
とすることを目指しております。



第二の収益の柱とする精密成形品事業に関する、当社グループの強みを記載してお
ります。
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連結利益目標の達成に向けての課題は、製造業の海外生産シフトが進む日本の金
型市場への対応、および安定した稼動が利益に直結する成形品事業での受注変動リ
スクの低減であると考えております。
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金型事業においては、医療用品関連分野・食品容器関連分野への集中し、新規受注
の獲得に注力いたします。

また、成形品事業の稼動率安定に向け、受注の波が比較的少ない自動車関連部品
（2輪・4輪）分野への集中を進め、年間の稼働率の安定により目標とする連結利益の達
成を目指します。
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今期の事業計画をご説明いたします。



15

2016年12月期は、当社グループ全体で各事業の選択と集中をさらに進め、精密成形
品事業では、海外での自動車関連製品の拡大による収益の拡大、日本でのディスク
ケース製品のシェア拡大による安定収益の確保を目指します。

精密金型事業では、医療用品関連分野・食品容器関連分野に集中した営業活動、
およびグループ内で連携した固定費圧縮・内製化の推進などの生産性向上活動を実
施し、安定収益の確保を目指します。

営業利益は、稼働率の向上による不二精機インドネシアの黒字化、自動化/半自動化
による人件費抑制を中心としたコスト構造の改革を確実に実施することにより、前期比
16百万円減の173百万円の計画達成を目指します。
不二精機インドネシアの開業費償却および支払利息などの営業外費用があり、経常
利益 29百万円、当期純利益 18百万円を計画しております。
2016年通期計画につきましては、2016年2月18日付で公表いたしました業績予想を
据え置き、現時点では変更しておりません。
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2016年12月期は、当社グループ全体で各事業の選択と集中をさらに進め、精密成形
品事業では、自動車関連製品への集中による収益の拡大、および日本でのディスク
ケース製品のシェア拡大による安定収益の確保、ならびに東南アジアでの受注拡大に
伴う増産体制の整備を進め、不二精機インドネシアは操業度の向上により、営業利益
の黒字化を目指します。
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中期事業戦略についてご説明いたします。
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1955年の創業以来、「精密小物向け金型では、他社に負けない」を合言葉に、着々と
顧客のご支援を頂きながら成長してまいりました。

1984年頃には、金型から生み出される成形品そのものの精密さが必要とされる商品
向けの精密金型に加え、成形品１個当たりのコストが重視される大量生産品向けの金
型にも当社の精密金型を必要とされることから、大量生産品向けマーケットへ進出しま
した。

1990年代より、単に金型単体での販売だけでなく、顧客が求める成形品を生産する
ために必要な生産設備（成形機、取出し機、自動組立機等）も併せての販売を開始して
おります。

2000年からは精密金型をコアとし、タイ、中国にある当社海外グループ会社等におい
て成形品製造・販売を主体としたビジネスを展開しております。

2006年以降は、成形品の販売のみならず、成形品への印刷・塗装およびセミアッセン
ブリにも事業を拡大しております。

2017年以降には、当社の強みである精密金型技術を活かした自社製品メーカーを目
指します。



現状の市場別環境認識とグループ各社の方針および課題を記載しております。
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海外売上高の比率は、50%を超えて推移しております。中期的に売上高は、自動車
関連の精密成形品を中心に海外市場での拡大を目指しております。



21

精密成形品の売上高比率は、60%を超えて推移しております。中期的に、精密金型
セグメントでは医療用品関連分野･食品容器関連分野を中心に付加価値の高い受注に
集中し安定的な推移を目指しながら、精密成形品セグメントで自動車関連部品を中心
に着実な拡大を目指しております。



精密金型の売上は、日本の金型市場の縮小を想定し、医療用品関連分野・食品容器
関連分野へのさらなる集中を進めております。
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精密成形品売上の中で、市場が縮小方向にあるデジタルカメラほかの光学分野は減
少を計画し、国内市場でのディスクケース製品は新製品効果などにより横ばいを計画し
ております。

受注の波が比較的少なく長期的安定生産につながる自動車部品（2輪・4輪）分野の
拡大に集中し、利益率向上の課題である年間平均稼動率を高めることにより、利益率の
改善および利益額の確保を目指します。

当事業の拡大には、当社グループの強みである高生産性金型技術および品質管理
の整備された成形品量産体制を戦略的に活用いたします。
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売上高に関しては、2008年から2009年にかけて精密金型事業、精密成形品事業とも
に世界同時不況により、2011年から2012年は東日本大震災およびタイの洪水の影響
を受け減収となりました。

精密成形品その他事業では、自動車関連部品（2輪・4輪）の分野の受注拡大を推進
し、安定稼動と自動化/半自動化投資による省人化を進めることにより利益率の向上を
目指します。

精密金型事業においては、強みのある医療用品関連分野・食品容器関連分野の金
型販売および精密成形品事業の受注拡大につながる金型製造に注力いたします。併
せて、さらなるコスト構造の改革により製造原価の低減を進め、利益率の改善を目指し
ます。

以上の活動により、営業利益率5％の達成を中期目標としております。
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ありがとうございました。


